
 
参考資料５  

 

関係法令条文 

 

１．水道法（抄） 

 

（水質基準） 

第４条 水道により供給される水は、次の各号に掲げる要件を備えるものでなければならな

い。 

一 病原生物に汚染され、又は病原生物に汚染されたことを疑わせるような生物若しくは

物質を含むものでないこと。 

二 シアン、水銀その他の有毒物質を含まないこと。 

三 銅、鉄、弗素、フエノールその他の物質をその許容量をこえて含まないこと。 

四 異常な酸性又はアルカリ性を呈しないこと。 

五 異常な臭味がないこと。ただし、消毒による臭味を除く。 

六 外観は、ほとんど無色透明であること。 

２ 前項各号の基準に関して必要な事項は、厚生労働省令で定める。 

 

（施設基準） 

第５条 水道は、原水の質及び量、地理的条件、当該水道の形態等に応じ、取水施設、貯水

施設、導水施設、浄水施設、送水施設及び配水施設の全部又は一部を有すべきものとし、

その各施設は、次の各号に掲げる要件を備えるものでなければならない。 

一 取水施設は、できるだけ良質の原水を必要量取り入れることができるものであること。 

二 貯水施設は、渇水時においても必要量の原水を供給するのに必要な貯水能力を有する

ものであること。 

三 導水施設は、必要量の原水を送るのに必要なポンプ、導水管その他の設備を有するこ

と。 

四 浄水施設は、原水の質及び量に応じて、前条の規定による水質基準に適合する必要量

の浄水を得るのに必要なちんでん池、濾過池その他の設備を有し、かつ、消毒設備を備

えていること。 

五 送水施設は、必要量の浄水を送るのに必要なポンプ、送水管その他の設備を有するこ

と。 

六 配水施設は、必要量の浄水を一定以上の圧力で連続して供給するのに必要な配水池、

ポンプ、配水管その他の設備を有すること。 

２ 水道施設の位置及び配列を定めるにあたっては、その布設及び維持管理ができるだけ経

済的で、かつ、容易になるようにするとともに、給水の確実性をも考慮しなければならな

い。 

３ 水道施設の構造及び材質は、水圧、土圧、地震力その他の荷重に対して充分な耐力を有

し、かつ、水が汚染され、又は漏れるおそれがないものでなければならない。 

４ 前三項に規定するもののほか、水道施設に関して必要な技術的基準は、厚生労働省令で

定める。 
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（衛生上の措置） 

第２２条 水道事業者は、厚生労働省令の定めるところにより、水道施設の管理及び運営に

関し、消毒その他衛生上必要な措置を講じなければならない。 

 

（改善の指示等） 

第３６条 厚生労働大臣は水道事業又は水道用水供給事業について、都道府県知事は専用水

道について、当該水道施設が第５条の規定による施設基準に適合しなくなったと認め、か

つ、国民の健康を守るため緊急に必要があると認めるときは、当該水道事業者若しくは水

道用水供給事業者又は専用水道の設置者に対して、期間を定めて、当該施設を改善すべき

旨を指示することができる。 

２ 厚生労働大臣は水道事業又は水道用水供給事業について、都道府県知事は専用水道につ

いて、水道技術管理者がその職務を怠り、警告を発したにもかかわらずなお継続して職務

を怠つたときは、当該水道事業者若しくは水道用水供給事業者又は専用水道の設置者に対

して、水道技術管理者を変更すべきことを勧告することができる。 

３ （略） 

 

２．水道法施行規則（抄） 

 

(衛生上必要な措置) 

第１７条 法第２２条の規定により水道事業者が講じなければならない衛生上必要な措置は、

次の各号に掲げるものとする。 

一 取水場、貯水池、導水きよ、浄水場、配水池及びポンプせいは、常に清潔にし、水の

汚染の防止を充分にすること。 

二 前号の施設には、かぎを掛け、さくを設ける等みだりに人畜が施設に立ち入つて水が

汚染されるのを防止するのに必要な措置を講ずること。 

三 給水栓における水が、遊離残留塩素を０．１mg／l(結合残留塩素の場合は、０．４mg

／l)以上保持するように塩素消毒をすること。ただし、供給する水が病原生物に著しく

汚染されるおそれがある場合又は病原生物に汚染されたことを疑わせるような生物若し

くは物質を多量に含むおそれがある場合の給水栓における水の遊離残留塩素は、０．２

mg／l(結合残留塩素の場合は、１．５mg／l)以上とする。 

２ （略） 

 

３．水道施設の技術的基準を定める省令（抄） 

 

(浄水施設) 

第５条 浄水施設は、次に掲げる要件を備えるものでなければならない。 

一～七 （略） 

八 原水に耐塩素性病原生物が混入するおそれがある場合にあっては、これらを除去する

ことができる濾
ろ

過等の設備が設けられていること。 

九～十四 （略） 

２～８ （略） 
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